
報告・感想集 



■映画「ニジノキセキ」松江上映会 

島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業 

日時：2020年９月２７日（日） 

   ①11：00∼ 上映 12：30∼トークイベント 

   ②14：00∼ 上映 15：30∼トークイベント 

※ゲスト：金功哲（キン・コンチョル）監督とたのしい製作委員さん達。「蒼

色のシンフォニー」の朴英二(パク・ヨンイ)監督 

会場：松江市市⺠活動センター (STIC ビル) ５０４講義室 

参加費：５００円 介護者、２０歳未満無料 

後 援：松江市、フォーラム平和・人権・環境 しまね、在日本朝鮮人総聯合

会島根県本部、部落解放同盟島根県連合会、朝日新聞松江総局、山陰中央新報

社、島根日日新聞社、中国新聞松江支社、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支

局 

主 催：在日朝鮮学生美術展 山陰地区実行委員会 

（問合せ）０９０−１６８５−４０４３ 赤井 

 

 

 

 

 

 



【上映趣旨】 

この映画のテーマは「4.23 阪神教育闘争に学ぶ」です。 

 阪神教育闘争とは、１９４８年にＧＨＱ（日本占領連合国軍総司令部）の指

令の下、日本政府が「朝鮮人学校閉鎖令」を発令し、日本全国の朝鮮人学校を

閉鎖しようとした事に対して、支援の日本人とともに⺠族教育を守り抜いた戦

いです。これは戦後の日本国憲法下で教育権利闘争で初めて非常事態宣言が布

告された事件です。 

その後 70 年以上、日本政府は朝鮮学校に対して排除と差別を繰り返してい

ます。その典型は、「高校無償化制度」から朝鮮学校だけを排除し、地方自治

体に圧力をかけ（文科省通知）、朝鮮学校への補助金を打ち切らせているので

す。 

その上、国連人権委員会からの勧告を何度も無視する厚顔無恥。 

現在の朝鮮学校の現状は日本の人権姿勢を写す鏡です。多文化共生を謳いなが

ら、地方自治参加を拒んできた政府と行政。あなたには、どんな色に見えます

か？ 

この映画は、少数⺠族への排

除と差別の歴史に負けず、子

どもたちのために希望を持っ

て戦っている人たちの物語で

す。そして、私逹日本人が問

われているテーマです。 



参加者の感想 

■作られた差別を正当化することは不法ですよね。 

知らなかったこれまでの連続した歴史の流れを教えて頂き感謝します。 

お気楽な日本人なのでしょう、私も。バイリンガルがそんな悪いことに思えな

い。獲得せざるおえないご苦労にこれまでに歴史の流れがあったことをより知

ることになりました、「コロナ、コロナ」の日々。どうやって島根までと思い

もします。企画の方々にも拍手と感謝を。（松江市） 

 

■私はひとりの人ですが、まわりの人 そのまたまわりの人のことを知らない

のだなぁということを改めて感じました。 

知らないことを、無関心、それは差別につながると思っていますが まさに自

分がそこにいます。胸が熱く、心がグッともえるような思いが体中をかけめぐ

りました。 

過ちを認め、そこを出発点として、共に生きていくこと これが大切なんだと

改めて強く思いました。 

もう一度見直してみたいなと

思っています。（松江市） 

 

 

 



■朝鮮学校が朝鮮人としての人間の尊厳を養成しているだろうなと素直に思

いました。良い映画だと思うので日本全国 1人でも多くの方特に日本人に見て

欲しいなあと思います。今日はスタッフの方々も松江に来て頂きありがとうご

ざいました。（松江市） 

 

■恥ずかしながら 4.24 阪神教育闘争のことを知りませんでした。新政権にな

っても、日本は戦前と変わってないことに怒りと悲しみを感じました。 

明治大学の先生がおっしゃっていた「全ての（プロセス）を見ずに一部だけを

見て 朝鮮人が暴れている と政府や GHQ が判断した」と言う言葉が印象に

残りました。 

これは私たちも当てはまることで、「一面しか見てない」「一部の報道を信じて

しまう」ことの危険を痛感しました。（松江市） 

 

■「蒼色のシンフォニー」に続き見せていただきました。 

ほとんど知らないことばかりでした。 

「言葉と名前を守ることは人

としての尊厳を守ること」「そ

れを奪われ、（自分は何者なの

か）常に闘っているから、朝鮮

学校の子たちはあんなに輝い

ている」といった言葉が印象に



残りました。日本の子どもの教育に携わる者の一人として、未来のを担う両国

の子どもたちがともに生きていくには何ができるのかそんなことを思いなが

ら見ました。ありがとうございました。（松江市） 

  

■大変参考になりました。 

韓流ドラマ旺盛ですが、朝鮮の歴史は私もよく理解していないですが。朝鮮韓

国史の良質な（通史）を紹介してください。（松江市） 

 

■とてもすばらしい作品でした。あまりに自分自身が知らなさすぎた事を反省

しました。今大切なのは、多様性を尊重することがとても大切だと痛感してい

ます。（松江市） 

 

■ウリハッキョは北朝鮮のみ関係があるのですか？韓国は無関係？教育は思

想が関係すると思うのですが。そこの所は？（松江市） 

（主催者からの補足） 

○生徒たちの国籍は朝鮮籍、韓国籍、日本籍とさまざまです。 

○「教育」を「歴史認識」のこと

として説明します。朝鮮学校の歴

史の本は、植⺠地支配以降の抵抗

の事象を明記しており、伊藤博文

を暗殺した安 重根は犯罪者では



なく、英雄として紹介しています。植⺠地支配を正当化したい日本の歴史観と支配さ

れていた側の歴史観が違うのは当たり前の話で、大切なのは過去の過ちを認め、同じ

悲劇を繰り返さない姿勢を私たち一人ひとりが自覚することです。 

 

■知ること、考えること、大切だと思いました。全ての命を大切に共に生きて

いきたいです。ありがとうございました。（松江市） 

 

■朝鮮学校と日本の学校は月に一回は交流があると知り安心し好ましく思い

ました。実情を聞けば、積極的に交流を計ろうとしているようで将来的には友

好的人間関係になれる気がします。そのように努力していきたいと思います。

植⺠地として朝鮮の方々を支配した日本の経緯がある時この方達の思いは尊

重されねばならない気がします。そしていつの日か心がとけあう日が来る事を

信じ、そのように努力を惜しまず前進しなければならない気がします。祖国を

大切にしたいのは皆同じだと思います。全ての人のその思いが成就されますよ

うに。（松江市） 

 

■前回の映画「蒼色のシンフ

ォニー」を見た時と同様、私

たちが日頃無意識の内に身に

つけてしまっている、もって

しまっている、カテゴライズ



されたイメージが気をつけていないといかに一面的、一方的になりやすいか

（なってしまうか）を再び実感しました。多様性を認める共生するには無関心

や「それぞれ勝手にしていればよい」と言うのではなく、やはり実際を直接知

ると言うことが必要だと思いました。朴監督の日常の文化（言語や食文化）を

否定されることは人の根幹に関わること‥との言葉にはとても納得しました。

私たちの生活は衣食住生活様式、習慣など何気なく身につける日常の積み重ね

で成り立っていて、それを学んだりする事は当たり前のことで何も悪くない、

変わっていかなければならないのはそこに勝手な思い込みや偏見をのせて「危

険だ」「偏っている」と決めつけている（決めつけがちになる）社会の側では

ないかと思いました。（松江市） 

 


